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◆ 原 著 
1)  Takahashi T, Nishida T, Baba H, Hatta H, Imura J, Sutoh M, Toyohara S, Hokao R, Watanabe S, Ogawa H, Uehara H, 
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4)  本間崇浩，井村穣二，山本 優，外山譲二，土岐善紀，芳村直樹．術中迅速病理診断のための遠隔病理診断ネット

ワークの構築．日呼外会誌．2016；29(7)：916-20． 
 

◆ 症例報告 
1)  Tomihara K, Miwa S, Takazakura T, Kamisaki Y, Noguchi M. Invasive micropapillary salivary duct carcinoma mixed with 

mucin-rich salivary duct carcinoma in minor salivary gland: a rare case report. Oral Surg Oral Med Oral Pathol Oral Radiol. 
2016 Jun; 121(6): 162-7. 
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◆ 総 説 
1)  井村穣二．腫瘍細胞における様々な脂質代謝異常．病理と臨床．2016 Jun；34(6)：654-6． 
2)  八田秀樹．特集 病理標本の質向上の鍵「染色」を極める 5 その他特殊染色 2）グリメリウス．Med Technol．2016 Aug；

44(8)：864-9． 

 

◆ 学会報告 
1)  Kokaji E*, Hori T, Hayashi S, Nakajima T, Miwa S, Imura J. A case of malignant peritoneal mesothelioma diagnosed by 

EUS-FNA. The 19th Inernational Congress of Cytology; 2016 May 28-Jun 1; Yokohama. 
2)  中嶋隆彦．SDH 陰性 GIST の一例．北陸 GIST 研究会；2016 Feb；富山． 
3)  八田秀樹，常山幸一，井村穣二．α リポ酸が有するデトックス効果－カドミウム障害の軽減効果の検証－．生理学

技術研究会報告．2016 Feb；38：138-9． 
4)  井村穣二，高木康司，下村明子，西田健志，八田秀樹，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一．高浸潤性膵管

癌では IL-32ga 浸潤を制御している．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
5)  林 伸一，三輪重治，中嶋隆彦，南坂 尚，八田秀樹，西田健志，井村穣二．大腸原発の大細胞神経内分泌癌の一
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例．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
6)  三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，南坂 尚，八田秀樹，西田健志，井村穣二．小円形細胞腫瘍の組織像を呈した再

発性 GIST の一例．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
7)  中嶋隆彦，南坂 尚，三輪重治，林 伸一，西田健志，八田秀樹，井村穣二，向 宗徳，野本一博，増田信二．く

も膜下出血後に脾動脈瘤破裂をきたした segmental arterial mediolysis の一例．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 
12-14；仙台． 

8)  南坂 尚*，中嶋隆彦，八田秀樹，西田健志，三輪重治，林 伸一，小島 勝，井村穣二．左上肢神経の走行に沿っ

て進展した末梢神経性 Neurolymphomatosis の一例．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
9)  八田秀樹，中嶋隆彦，常山幸一，林 伸一，三輪重治，南坂 尚，西田健志，中西ゆう子，井村穣二．免疫染色に

おけるホウ酸含有緩衝液の有効性－室温放置により抗原性が減弱した標本の賦活法－．第 105 回日本病理学会総

会；2016 May 12-14；仙台． 
10)  西田健志，常山幸一，林 伸一，三輪重治，中嶋隆彦，南坂 尚，八田秀樹，井村穣二．肥満・糖尿病マウスを用

いた、メタボリックシンドロームに対する地域伝承発酵食品の有効性の検証．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 
12-14；仙台． 

11)  小梶恵利*，西田健志，下村明子，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，井村穣二．膵癌細胞の Spheroid 形成

に関与する因子の網羅的遺伝子発現解析．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
12)  植田寛生**，高木康司，下村明子，辻本紗織，米田千里，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，井村穣二．

大腸癌の浸潤に関与している因子の探索．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
13)  畠野真帆**，下村明子，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，酒井 剛，井村穣二．乳癌における細胞極性

には Tight junction が関与しているのか？．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
14)  辻本紗織**，植田寛生，下村明子，古田理佐子，高木康司，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，井村穣二．

大腸癌の相互結合性と細胞極性を規定しているのは何か？．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
15)  古田理佐子**，米田千里，下村明子，辻本紗織，畠野真帆，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，井村穣二．

膵臓癌では Laminin-5γ2chain が浸潤を制御しているか？．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
16)  米田千里**，古田理佐子，辻本紗織，下村明子，畠野真帆，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，井村穣二．

浸潤性胆道癌培養細胞の樹立と浸潤能を制御する因子の捕捉．第 105 回日本病理学会総会；2016 May 12-14；仙台． 
17)  山本真樹子**，高木康司，南坂 尚，西田健志，八田秀樹，三輪重治，中嶋隆彦，林 伸一，上田善彦，井村穣二．

イタイタイイタイ病における腎病変は近位尿細管障害だけに限局しているか？．第 105 回日本病理学会総会；2016 
May 12-14；仙台． 

18)  青島恵子，加藤輝隆，井村穣二，加須屋實．カドミウム腎症における尿・血清中肝臓型脂肪酸結合蛋白質（L-FABP）
測定の意義．第 27 回日本衛生学会総会；2016 Mar 26-28；宮崎． 

19)  Kokaji E*, Hori T, Hayashi S, Nakajima T, Miwa S, Imura J. A case of malignant peritoneal mesothelioma diagnosed by 
EUS-FNA. The 19th Inernational Congress of Cytology; 2016 May 28-Jun 1; Yokohama. 

20)  早川智絵，干川晶弘，井村穣二，林 直美，岸理恵子，半田瑠美子，上野隆彦，小池淳樹．客観的分類に基づいた

胆汁細胞判定の試み．第 57 回日本臨床細胞学会総会；2016 May 28-29；横浜． 
21)  井村穣二，下村明子，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一．膵癌における浸潤機構の解明-Interleukin-32 の関

わり．第 27 回日本消化器癌発生学会総会；2016 Sep 15-16；鹿児島． 
22)  井村穣二，高木康司，下村明子，南坂 尚，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，西田健志，八田秀樹．IL-32 は膵癌細

胞の浸潤能を制御している．第 75 回日本癌学会学術集会；2016 Oct 6-8；横浜． 
23)  小梶恵利*，西田健志，井村穣二．SMDA4 は膵癌細胞の Spheroid 形成に関与するのか．第 75 回日本癌学会学術集

会；2016 Oct 6-8；横浜． 
24)  南坂 尚*，吉井智美，浜田桂司，小梶恵利，木屋千恵子，堀 隆，中嶋隆彦，三輪重治，林 伸一，井村穣二．心

臓カテーテル検査時に採決した血液中に腫瘍細胞を認めた胃癌症例の一例．第 33 回日本臨床細胞学会北陸連合会学

術集会；2016 Sep 3；富山． 
25)  中嶋隆彦，西田健志，八田秀樹，南坂 尚，三輪重治，林 伸一，井村穣二，野本一博．子宮内膜症を背景とする

類内膜腺癌を膣と直腸に異時性に発症した一例．第 62 回日本病理学会秋期特別総会；2016 Nov 10-11；金沢． 
26)  小梶恵利*，堀 隆，木屋千恵子，林 伸一，酒井 剛，濱島 丈，石井陽子，笹原正清，井村穣二．胸水中に腫瘍

細胞が出現し由来の同定が困難であった TTF-1 陽性乳癌の一例．第 55 回日本臨床細胞学会秋期大会；2016 Nov 
18-19；別府． 
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27)  八田秀樹，西田芳之，片口 巌，常山幸一．α リポ酸の有効性と安全性－カドミウム障害に対するデトックス効果

の検証－．第 21 回日本フードファクター学会学術集会；2016 Nov 19-20；富山． 
28)  真鍋高広，三輪武史，坂東 正，清水哲郎，井村穣二，塚田一博．褐色細胞腫の 2 切除例．第 78 回日本臨床外科学

会総会；2016 Nov 24-26；東京． 
29)  南坂 尚*，林 伸一，中嶋隆彦，三輪重治，井村穣二，野島孝之．高度な軟骨化生を伴う腱鞘巨細胞腫が疑われた

一例．第 78 回日本病理学会中部支部交見会；2016 Dec 12-17；名古屋． 
 

◆ その他 
1)  井村穣二．イタイイタイ病のカドミウム曝露に係る病理及びアーカイブ資料の臨床病理学的活用に関する研究．環

境省平成 27 年度「重金属等による健康影響に関する総合的研究」研究成果発表会；2016 Jan 8；東京． 
2)  井村穣二．イタイイタイ病患者剖検例における病理学的研究．平成 28 年度イ病専門資料の情報発信に関する会議；

2016 Feb 6；富山． 
3)  井村穣二．イタイイタイ病患者剖検例におけるカドミウム曝露に起因した臓器障害の病理学的研究．環境省平成 28

年度「重金属等による県交易用に関する総合的研究」研究成果発表会；2016 Dec 28；東京． 
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